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とうきょうがくげいだいがくふぞくこうとうがっこう 

 東京学芸大学附属高等学校 
 
問い合わせ先：電話番号 03-3421-5151 
 

 
Ⅰ 学校の概要 
 
 １ 児童生徒数、学級数、教職員数 
  

学 年 １年 ２年 ３年 計 

学級数 ８ ８ ８ ２４ 

生徒数 ３０６ ３３６ ３３５ ９７７ 

（平成３０年１月現在） 

 

校   長 １ 

副 校 長 １ 

教  諭 ５４ 

養護教諭 １ 

非常勤講師 １６ 

実習助手 １ 

ＡＬＴ ２ 

ＳＣ １ 

事務職員 ７ 

司  書 ２ 

その他 ３ 

計 ８９ 

（平成３０年１月現在） 

 

〔学校の沿革〕 

本校は全日制普通科高校として、昭和２９年に１

学年４学級で発足し、昭和３６年に６学級、同４０

年に８学級となり、同４２年から全校２４学級で現

在に至っている。東京学芸大学の附属学校の一つと

して、大学の教員養成や教育研究・教育実践等に深

く関わり、文部科学省の各種の研究・調査依頼への

協力、諸外国や日本各地からの見学者の受入れなど

も恒常的に行っている。 

入学者は、東京学芸大学の３附属中学校（小金井、

竹早、世田谷）の出身者、一般中学校の出身者、海

外在学経験者（帰国生）から構成されており、男女

全くの同数を原則としている。なお、昭和５０年か

らタイ王国からの国費留学生を受け入れている。 

また、平成２９年度から５年間にわたって、文部

科学省から２期目のスーパーサイエンスハイスクー

ル（SSH）研究開発校に指定されている。 

 

〔学校の特徴〕 

全校生徒１、０００名程度の大規模校であるが、

厳正にして公正な入学選抜のもと受け入れた生徒

一人ひとりへの「高等学校学習指導要領」に準拠

しながらも、緻密にして周到に計画された教科指

導並びに生徒指導を、多種多彩な学校行事・教科

行事と合わせて展開し、高い知性と豊かな情操を

持ち、清純にして気品の高い、大樹のように大き

く伸びる、世界性の豊かな人間を育成すべく日々

の教育活動に、全教職員一体になって邁進してい

る。とりわけ、学校・学年・教科行事のすべてに

ついて展開している「本物志向」の教育活動は本

校の最大の特色である。実際に在籍している生徒

は男女全く半々の人数で、互いの特性や人格・個

性を認め合い、切磋琢磨し合いながら疾風怒濤と

も言える３年間の高校生活を有意義かつ楽しく送

るべく、日々の学習活動は言うまでもなく、知的

好奇心旺盛に各種の行事にも積極的に取り組み、

公正・公平なものの見方・考え方を身に付けて巣

立っていることも、大きな特色といえる。 

 

 ２ 地域の概況 

 
他の学校と比べて、都心に立地している学校で

あるため、山、河川、海岸といった自然に恵まれ

ているわけではない。学校の周辺は住宅地である。

ただ、学校内には多くの樹木があり、学校周囲に

比べて、緑に恵まれている。そのため、さまざま

な鳥や小動物が生息しており、校内でハクビシン、

モグラの生息も確認されている。 

 
 ３ 環境教育の全体計画等 

 
本校の理科の授業では、全学年を通じて、実験

・観察を重視し、本物の自然科学を自ら探究的に

学んでいる。そのため、全校をあげて直接的に環

境教育に取り組んだことはないが、理科の授業の

一環として、環境教育に取り組んでいる。例えば、

生物科では、樹木の調査、植物群落の調査などを

通して、生態と環境について考えたり、地学科で

は、雲の種類や雲量についての観測や、オゾン層

の変化、酸性雨などの地球環境の変化について課

題学習を行ったりしている。 

   ２年次に総合的な学習の時間（本校では、

「SSH 探究」（１単位）として、学校設定科目と

して実施している）の一環として、これまでに 

  ・植生を通した自然環境 

  ・環境と水質 

  ・雑木林と生物の関係 

  ・酸性雨の現状とその対策 

  ・オゾン層の破壊とその影響 

  ・雲から天気予報 
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  ・環八雲 

  ・鶴見川に鶴は戻ってくるのか？ 〜川の水質調 

   査〜 

  ・「植物」を「社会」に利用する -「水草」で水 

   はどれだけキレイになるか- 

  といったテーマで探究活動に取り組んだ生徒がい

る。 

 また、クラブ活動において、天文部の活動で、星空

の明るさ、光害について研究したグループがいる。 

 さらには、タイ王国のチュラボーン・ハイスクール

・チェンライ校（PCCCR）との交流を行う際に、必

須となっている Science Fair（Oral presentation と

Poster presentation）で、 

・Water Quality Estimation by using Diatom 
 （珪藻による水質評価） 
・The Relationship Between Rice Growing and Soil 
 （稲の生長と土壌との関係） 
・Filtering out the water of the Tama river 
 （多摩川の水をきれいにしよう） 
 といったテーマで探究活動に取り組み、発表した生

徒がいる。 

 
Ⅱ 研究主題 

 
 都会での環境調査と小・中学校と連携した環境教育

についての研究 
 
Ⅲ 研究の概要 
 
 １ 研究のねらい 
 

 本校は都心に立地している学校であるため、山、河

川、海岸といった自然に恵まれているわけではない。

そのため、そのような環境でも取り組める調査を継続す

ることで、自ら得たデータから、自分たちの生活してい

る学校の環境について、分析・考察する力を育成するこ

とが最も大きなねらいである。そして、自ら研究したこ

とを基に、生徒自身が身近な環境に対して、どのような

態度を取るべきかを考え、その上で、地球規模の環境を

考えるための基礎力を育成する。 
 本校は教員養成系大学の附属学校でもあるので、附

属の小・中学校と連携を図り、高校生が小・中学生に

調査方法を教え、実際に小・中学生に調査をしてもら

う。お互いが得たデータを共有することで、それぞれ

の発達段階に応じた学びを提供し、高校生が指導者と

して、小・中学生とともに学習を深めていくことも期

待した。 
 また、本校はスーパーサイエンスハイスクール

（SSH）研究開発校でもあるため、このグローブでの

活動もその一環として位置づけている。そのため、そ

こで育成しようとしてる「高度科学・技術社会の課題

を発見する力」、「科学的プロセスを踏んで問題解決

する力」についても育成を目指している。 
 
  ２ 校内の研究推進体制 
 
 （１）研究推進体制 
 
 理科担当教員が中心となり、関係する学年・分掌と

連携しながら、計画の立案、検討、生徒の指導を行っ

た。必要に応じて、本校で、すべての生徒に先端的科

学・技術に触れる機会を設け、高度な科学的素養を背

景とした国際性豊かで行動力ある人材を育てるために

組織された、 SULE（ Scientific Universal Logic for 
Education）委員会や、本校で情報教育を推進している

教育工学委員会とも連携を図った。特に、グローブの

活動で探究活動（課題研究）に取り組む生徒がいるた

め、SULE 委員会内の探究活動部会とは連携を密にし

た。 
 また、理科系クラブである、天文部、理工学研究同

好会、生物同好会についても、グローブの理念に通じ

る活動をしている部分があるため、顧問教員同士が必

要に応じて、連携を図った。 
 
 （２）観測体制 
 
 本校のグローブの活動で中心となっている大気調査

の調査方法については、地学基礎演習（第３学年）の

授業の中で説明し、授業時間内で、雲の種類や雲量に

ついて実際の観測を行った。この他、地学基礎（第１

学年）や、「SSH 探究」（第２学年）の授業の中でグ

ローブの活動について説明し、昼休み、放課後などに、

観測を行う希望者を募り、地学担当教員の指導の下、

観測を実施した。授業以外では、主に、天文部の活動

の一環としての観測や希望者による観測を行った。 
 
 （３）観測機器などの設置状況 
 
 大気調査を実施するために、校内に百葉箱を設置す

ることを考えていたが、校地内に適切な場所がないた

め、本館屋上にウェザーステーション・プロ２を平成

２５年度の地学科の教科予算で購入した。平成２５年

６月に設置し、本体を支える三脚を固定する工事を待

っている間に、平成２５年９月の台風１８号により、

本体が転倒し、風力センサーが破損してしまった。そ

こで、三脚の固定工事を行い、風力センサーを交換し

た。 
 その後、屋上にあるウェザーステーション・プロ２

の本体からケーブルを延ばし、本館１階の地学実験室

にあるコンソールとをつないだ。その結果、観測デー
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タは屋上に行かなくても、地学実験室で、常に見るこ

とができるようになり、必要な時にいつでも観測デー

タを活用することができるようになった。平成２６年

１月から、正式に観測を開始し、現在に至っている（図

１参照）。 
 

 
図１ ウェザーステーション・プロ２ 

 
 土壌調査を実施するために必要な pH メーター、ふ

るい、デジタル温度計、天秤については平成２６年度

のＳＳＨ予算で購入した。 
 また、朝、夕方や休日に、自宅でも気象観測をして

大気調査の観測データを増やしたいという生徒の要望

にこたえるため、平成２７年度の探究活動の予算で携

帯用風向風速計２台を購入した（図２参照）。 
 

 
図２ 携帯用風向風速計 

 
 さらに、平成２６年７月１日以来、川﨑昌博客員教

授（名古屋大学太陽地球環境研究所）、中野幸夫准教

授（東京学芸大学）、今須良一准教授（東京大学大気

海洋研究所）からの依頼で、都心における CO２データ

の取得のため、CO２の観測装置を本館屋上に設置して

いる（図３参照）。 この観測は、温室効果ガス観測技

術衛星「いぶき」(GOSAT)による関東集中観測におい

て、都市部で CO２の推定誤差が大きかったことから、

さらに観測データを取得して検討する必要があり、本

校が最も誤差が大きかった地域に位置し、検証観測機

器設置場所として適していたため、実施されることに

なったものである。そして、現在も観測が継続してい

る。 

 
図３ CO２の観測装置 

 
  ３ 研究内容 
 
  （１）グローブの教育課程への位置付け 
 
 本校の教育課程上では、生物基礎（第１学年）、地

学基礎（第１学年）、地学基礎演習（第３学年）の授

業や、SSH 探究（第２学年）での探究活動と関連付け

た。この他、理科系クラブの活動とも関連付けた。 
 具体的な教育活動としては、上述した授業や理科系

クラブや希望者の活動を通しての説明が中心であっ

た。 
 
  （２）グローブを活用した教育実践 
 
 第１年次での教育実践は次の通りである。 
 
① 地学基礎（第１学年） 
 ４月の最初の授業で、本校の探究活動の一環として、

グローブの活動について紹介するとともに、ウェザー

ステーション・プロ２で観測したデータを用いて探究

活動ができることなどを説明した。詳細については、

個別に質問に来てほしいと伝えたところ、数名聞きに

きた。全員、大気観測で、具体的に何ができるのかに

ついての質問であった。 
 
② 生物基礎（第１学年） 
 地学基礎を同時に受講している生徒であるため、グ

ローブの活動についての紹介は、特にはしていない。
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２〜３月に植生を学習する際に、グローブの生物季節

などの項目を意識しつつ、樹木調査を実施した。 
 
③ 地学基礎演習（第３学年） 
 10 月に大気を学習する際に、雲の種類、雲量などグ

ローブの大気調査の項目にしたがって、実際に観測さ

せた。12 月までであるが、継続的に観測をさせた。 
 
④ SSH 探究（第２学年） 
 １年次から、SSH 探究の時間で探究活動が行われて

いるが、その中でグローブの活動を踏まえた個人研究

が行われた。２件紹介する。 
ア 『降雨と気温の関係性』 
〔要旨〕 
 今回の探究活動を通して天気とその他の気象情報の

結びつきを調べ、風向・気温・湿度が調べた中では最

も天気が雨になることと結びつきが強いと分かった。

実験データとしては２０１６年一年分の過去のデータ

をもとに調べた。これらの結果に基づいて天気との結

びつきが強いものとして挙げられる風向・気温・湿度

からどの程度天気は予測できるのか、調べるデータ量

を増やしてより正確な情報を集めることなどが今後の

課題として挙げられると思った。 
〔目次〕 
１．研究目的・背景、研究方法 
 １− １．研究目的・背景 
 １− ２．研究方法 
２．研究結果 
 ２− １．風向と天気 
 ２− ２．気温と湿度と天気 
 ２− ３．気圧と天気 
 ２− ４．風速と天気 
３．結果に基づく考察 
４．今後の課題 
５．最後に 
６．参考文献 
 この探究活動では、学校にあるウェザーステーショ

ン・プロ２の観測データを用いるとともに、都内で観

測された気温、降水量、気圧、湿度、天気のデータも

同時に活用している。 
 結果をまとめたグラフを以下に示す。 
 風向と天気     図４〜図５ 
 気温と湿度と天気  図６〜図７ 
 気圧と天気     図８ 
 風速と天気     図９ 
 これらの結果から、考察を行った。その結果、風向

と天気、気温と湿度の２つの関係が密接であると結論

づけた。 
 

 
  図４ 風向と天気の関係 

 
  図５ 風向と季節の関係 

 
  図６ 平均気温と平均湿度の関係 

 
  図７ 平均気温と平均湿度の関係 
 



（別紙様式２）環境のための地球規模の学習及び観測プログラム（グローブ）推進事業中間報告書 

 

5 

 
  図８ 降水量と気圧の関係 

 

  図９ 降水量と最大風速の関係 
 
イ 『身の周りにある黄砂と飛来条件』 
〔要旨〕 
 家の前の手すりに付着した飛砂粒子をセロハンテー

プで採集し、その数を種類ごとに集計した。春に話題

になる黄砂は、春だけでなくほとんど毎日飛来してい

るということが分かった。また、日々の黄砂粒子の飛

来量は中国の砂漠の上に低気圧があること、偏西風が

飛来源の砂漠上空と関東上空を連日通過しているこ

と、砂漠に雨が降っておらず、砂が乾いているという

ことといった条件で多くなるとことが分かった。そし

て、５月上旬がこれらの３つの条件を満たしていた。 
〔目次〕 
１．背景 
 １− １．黄砂とは 
 １− ２．研究動機 
２．研究方法 
 ２− １．飛砂の採集 
 ２− ２．飛砂の分類・集計 
 ２− ３．天気図による考察 
３．結果 
 ３− １．観察・集計結果  
 ３− ２．天気図から読みとれたこと 
  ３− ２− １．黄砂粒子飛来源の砂漠上の低気圧 
  ３− ２− ２．上空の風の影響 
  ３− ２− ３．タクラマカン砂漠の降水の可能性 

  ３− ２− ４．その他、分かったこと 
４．考察・まとめ 
  参考文献 
 
 採集したサンプルの光学顕微鏡写真を図 10、図 12、
電子顕微鏡写真を図 11、図 13 に示す。セロハンテー

プサンプル（１日１本）に付着していた飛砂のうち、

黒粒、黄砂粒子の数を集計し、日ごとに粒子数の総計

を表したものを図 14 に示す。１本のセロハンテープサ

 

  図 10 黒粒 光学顕微鏡写真 

 
  図 11 黒粒 電子顕微鏡写真 

 
  図 12 黄砂粒子 光学顕微鏡写真 
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  図 13 黄砂粒子 電子顕微鏡写真 

 
  図 14 飛砂合計 

 
  図 15 黄砂粒子割合 
 
ンプルに付着していた黒粒、黄砂粒子の数の合計にお

ける黄砂粒子の数の割合を図 15 に示す。 
 これらの結果から、黄砂粒子飛来量が多くなる条件

として、 
 ① 前日～前々日に砂漠（主に、タクラマカン砂漠） 
  に低気圧があること 
 ② 偏西風がタクラマカン砂漠上空と関東上空を通 
  過し、上空の風の動きが２、３日同じであること 
 ③ 砂漠に雨が降っておらず、砂漠の砂が乾いてい 

  ること 
 を結論づけた。 
 なお、これらの探究活動は、外部での発表を義務づ

けており、『降雨と気温の関係性』は、2018 年３月 16
日（金）に横浜サイエンスフロンティア高等学校で開

催される ysfFIRST 国際科学フォーラムで発表を行う

予定である。 
 『身の周りにある黄砂と飛来条件』は、2017 年 12
月 23 日（金）に文京学院大学本郷キャンパスで開催さ

れた SSH 東京都内指定校合同発表会でポスター発表

を行った（図 16 参照）。 
 
 

 

 
 

 
 

 図 16 『身の周りにある黄砂と飛来条件』で使用し 
    たポスター 
 
Ⅳ 研究の成果と第２年次に向けての課題 
 
 本館屋上に設置したウェザーステーション・プロ２

を２０１４年１月から正式運用して以降は、風向、風

速、気温、湿度、雨量、気圧を継続して観測している。

したがって、これらのデータを利用した生徒の研究は

着実に行われるようになってきている。 
 しかし、これらのデータを、継続的にＧＬＯＢＥの

サイトにデータエントリーすることができていない。

生徒がエントリーしようとしても、高校生の場合、昼

休みや放課後にクラブ、委員会などさまざまな活動が
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あるため、教科の授業時間以外で、定期的に継続して

観測をし、エントリーを行うことが困難である。さら

に、探究活動の一環で、多摩川の水質調査に取り組んだ

生徒もいたが、グローブで定められた観測方法からず

れてしまっている部分があって、グローブデータサー

バーに送信するには至らなかった。エントリーの問題

は本校が第１０期でグローブ指定校となってからの大

きな課題の一つである。したがって、単発であっても

観測結果をエントリーしていくことを考えていく必要

があろう。 
 これまでの活動で、大気観測では生徒が観測に慣れ

れば、雲量と雲の観察に関して、適切なデータが得ら

れ、そのデータに基づいて、各自のテーマに基づいた

考察を行うことができることは明らかになっている。

雲量と雲の観察については、授業内も含めて、今後も

観測を継続していきたいと考えている。 
 本校で探究活動が軌道に乗ってきたことによって、

探究活動のテーマを１年次のうちに決めることになっ

た。そのため、従来ならば、２年次当初にグローブの

活動の説明をしてからテーマ決めを行っていたため、

必ず、一定数の生徒がグローブの活動に参加してきた。 
今後は１年次のうちに時期を見て、何回かグローブの

活動の説明をしていく必要があるであろう。 
 そもそも、本校では教科の授業以外では、希望する

生徒が観測を行ってきている。そのため、どうしても

観測に関わる生徒が少ないという現状がある。ある程

度の人数で観測を継続するために、どうすべきか、こ

のことを解決することも、大きな課題の一つである。 
委員会やクラブ活動を組織していくことも、解決策の

一つであるが、生徒会活動である委員会活動に、教員

主導の委員会を新設することは、生徒会会則にある手

続き上も困難である。また、クラブの新設も手続き上

困難である。したがって、既存の理科系クラブに、観

測を担当してもらうことや、上述したように、SSH 探

究のテーマに、グローブの活動を選択してもらうこと

を目指していきたい。 
 

 
図 17 気候講演会（ワークショップ）の様子 

 
 小・中学校との連携については、直接取り組むこと

ができなかったが、2018 年 1 月 27 日(土)に開催され

た気象庁主催の気候講演会「高校生と考える、地球温

暖化とわたしたちの未来」に８名（１年生５名、２年

生３名）が参加し（図 17 参照）、他の高校生（横浜サ

イエンスフロンティア高等学校３名、お茶の水女子大

学附属高等学校６名、獨協高等学校２名）とワークシ

ョップを行った。第２年次に向けて、高校生が指導者

として、小・中学生とともに学習を深めていける内容 
を考え、実施していきたい。 
 
Ⅴ 研究第２年次の活動計画 

 

１ 校内で実施できる調査の検討 

大気調査以外の他の観測項目についても、校内

で実施できる調査にどのようなものである

かを検討していく必要がある。 

 

２ 観測体制の確立 

これまでもある程度までは授業時間内に、観測

についての説明と実際の観測を行ってきた。しか

し、継続的に観測していくためには、授業時間以

外での観測体制を確立することが必要である。 

 

３ 生徒へのフィードバック 

  教科の授業時間内で調査を行い、そのデー

タを用いて、生徒に考察をさせていくことは

可能であるが、放課後や休み時間など、生徒

がグローブの活動に割ける時間は限られて

いる。２年次のSSH探究のテーマに、観測を主

体とした自然環境をテーマに選んでもらえるよ

うにしていくことが大切であろう。 

  もちろん、理科系クラブの生徒にとっても同様

である。 

 

４ 小・中学校との連携 

今年度は実施できなかったが、小・中学生

とともに継続的に観測を行い、データを共有し、

高校生が指導者として、小・中学生とともに学習

を深めていく場を持てるように、連携の日程や内

容の検討を具体的にしていく必要がある。 

 

 ５ 実践成果の普及 

   継続的な観測が実施でき、小・中学校との連携

がきちんと行えたならば、その結果を実践成果と

してまとめ、本校のホームページや研究紀要、あ

るいは、公開研究大会などで報告し、広く世の中

に普及していかなければならないであろう。その

ことも本校の大切な役割の一つである。 

 


